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おおもりひこしちえま　大森彦七絵馬

じゅうろくぜんじんがぞう　十六善神画像

市指定
所在地：黒岡

市指定
所在地：般若寺

「大森彦七南朝の雄魂
に悩まされる図」と題す
る絵馬である。彦七は足
利尊氏の家来で、湊川合
戦において楠木正成に詰
腹を切らせた応報として、
南朝諸雄の霊魂に悩まさ
れたという。その故事
（太平記）をもとにして描
かれたものである。
当絵馬は、貞享4年（1687）、
篠山藩主松平（形原）家
の家臣堀和佐内景広が奉
納したもので、黒岡春日
神社の絵馬堂に掲げられ
ている。
縦173㎝、横160㎝。

画像が所在する正覚寺
が建てられたのは寛永元
年（1624）である。それ
以前、寺域には八上城主
波多野秀治が城の鬼門除
けとして、南都般若寺の
分霊を移して建てた大松
山般若寺があった。
この画幅は、鎌倉時代
末期に描かれたと推定さ
れる。


